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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 1 1 月 7 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 7 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 0 9 4 3 3 4
【 公 表 番 号 】 特 表 2 0 2 3 - 5 4 9 0 7 5 ( P 2 0 2 3 - 5 4 9 0 7 5 A )
【 公 表 日 】 令 和 5 年 1 1 月 2 2 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 2 2 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 2 2 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 2 6 2 2 6 ( P 2 0 2 3 - 5 2 6 2 2 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｋ 3 9 / 3 9 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 5 7 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 2 5 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ７ Ｋ 1 6 / 2 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 1 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 9 / 3 9 5 　 　 　 Ｎ 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 5 7 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 2 5 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 3 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ７ Ｋ 1 6 / 2 8 　 　 　 　 Ｚ Ｎ Ａ
　 Ｃ １ ２ Ｎ 1 5 / 1 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 0 月 2 9 日 ( 2 0 2 4 . 1 0 . 2 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 配 列 番 号 １ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） お よ び 配  
列 番 号 ２ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 イ ネ ビ リ ズ マ ブ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ４ 】
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前 記 対 象 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 間 に 、 又 は 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後  
の 投 与 か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 が 、 視 神 経 炎 、 脊 髄 炎 又 は 脳 幹 発 作 の い ず れ か １ つ 以 上 を 含 む 、 請 求  
項 ４ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 ６ か 月 毎 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 用 量 で 対 象 に 静 脈 内 投 与 す  
る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 １ の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 １ の 初 期  
用 量 の ２ 週 間 後 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 ２ の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 １ の 初 期 用 量 後 の ６ か 月 毎  
に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 後 続 用 量 で 対 象 に 静 脈 内 投 与 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一  
項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 方 法 が 、 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド を 、 前 記 第 １ の 初 期 用 量 と 共 に 前 記 対 象 に 同 時 投 与 す る  
こ と を 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 が 、 リ ツ キ シ マ ブ 、 Ａ Ｂ Ｐ － ３ ０ ０ 、 Ｂ － ０ ０ １ 、 Ｂ Ａ Ｔ － ４ ３ ０ ６  
Ｆ 、 Ｂ Ａ Ｔ － ４ ４ ０ ６ Ｆ 、 Ｂ Ｃ Ｄ － １ ３ ２ 、 Ｂ Ｖ Ｘ － ２ ０ 、 Ｃ Ｙ Ｔ － ２ ０ ２ 、 エ プ コ リ タ  
マ ブ 、 Ｇ Ｂ － ２ ６ １ 、 Ｇ Ｄ － Ｃ Ｏ １ ６ ２ ０ 、 グ ロ フ ィ タ マ ブ 、 Ｈ Ｓ － ０ ０ ６ 、 Ｉ Ｇ Ｍ － ２  
３ ２ ３ 、 Ｉ Ｍ Ｍ － ０ ３ ０ ６ 、 Ｍ Ｉ Ｌ － ６ ２ 、 モ ス ネ ツ ズ マ ブ 、 Ｍ Ｒ Ｇ － ０ ０ １ 、 オ ビ ヌ ツ  
ズ マ ブ 、 オ ク レ リ ズ マ ブ 、 オ ド ロ ネ ク ス タ マ ブ 、 オ フ ァ ツ ム マ ブ 、 プ ラ モ タ マ ブ 、 Ｓ Ｍ －  
０ ９ 、 Ｔ Ｒ Ｓ － ０ ０ ５ 、 ウ ブ リ ツ キ シ マ ブ 、 及 び Ｙ Ｂ Ｌ － ０ ３ １ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ  
る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 が 、 リ ツ キ シ マ ブ で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 対 象 が 、 ア ス ト ロ サ イ ト 水 チ ャ ネ ル ア ク ア ポ リ ン － ４ （ Ａ Ｑ Ｐ ４ ） － 免 疫 グ ロ ブ リ  
ン （ Ｉ ｇ ） Ｇ 血 清 陽 性 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 方 法 が 、 前 記 投 与 の 前 に 、
前 記 対 象 が 以 前 に 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 工 程 ；
前 記 対 象 が 、
（ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も １ 回 起 こ し  
た か ； ま た は
（ ｉ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後 の 投 与 か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も  
１ 回 起 こ し た か
を 決 定 す る 工 程 ； 及 び
（ ｉ ） ま た は （ ｉ ｉ ） の 決 定 の 結 果 と し て 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 投 与 す る た め に 前 記 対 象  
を 選 択 す る 工 程
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ３ 】
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
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を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て お り 、 お よ び ア  
ス ト ロ サ イ ト 水 チ ャ ネ ル ア ク ア ポ リ ン － ４ （ Ａ Ｑ Ｐ ４ ） － 免 疫 グ ロ ブ リ ン （ Ｉ ｇ ） Ｇ 血 清  
陽 性 で あ る 対 象 に 投 与 す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 配 列 番 号 １ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） お よ び 配  
列 番 号 ２ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 イ ネ ビ リ ズ マ ブ で あ る 、 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 対 象 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 間 に 、 又 は 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後  
の 投 与 か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ５ の い ず れ か 一  
項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 ６ か 月 毎 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 用 量 で 対 象 に 静 脈 内 投 与 す  
る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 １ の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 １ の 初 期 用  
量 の ２ 週 間 後 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 ２ の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 １ の 初 期 用 量 後 の ６ か 月 毎 に  
３ ０ ０ ｍ ｇ の 後 続 用 量 で 対 象 に 静 脈 内 投 与 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ６ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 方 法 が 、 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド を 、 前 記 第 １ の 初 期 用 量 と 共 に 前 記 対 象 に 同 時 投 与 す る  
こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 が 、 リ ツ キ シ マ ブ 、 Ａ Ｂ Ｐ － ３ ０ ０ 、 Ｂ － ０ ０ １ 、 Ｂ Ａ Ｔ － ４ ３ ０ ６  
Ｆ 、 Ｂ Ａ Ｔ － ４ ４ ０ ６ Ｆ 、 Ｂ Ｃ Ｄ － １ ３ ２ 、 Ｂ Ｖ Ｘ － ２ ０ 、 Ｃ Ｙ Ｔ － ２ ０ ２ 、 エ プ コ リ タ  
マ ブ 、 Ｇ Ｂ － ２ ６ １ 、 Ｇ Ｄ － Ｃ Ｏ １ ６ ２ ０ 、 グ ロ フ ィ タ マ ブ 、 Ｈ Ｓ － ０ ０ ６ 、 Ｉ Ｇ Ｍ － ２  
３ ２ ３ 、 Ｉ Ｍ Ｍ － ０ ３ ０ ６ 、 Ｍ Ｉ Ｌ － ６ ２ 、 モ ス ネ ツ ズ マ ブ 、 Ｍ Ｒ Ｇ － ０ ０ １ 、 オ ビ ヌ ツ  
ズ マ ブ 、 オ ク レ リ ズ マ ブ 、 オ ド ロ ネ ク ス タ マ ブ 、 オ フ ァ ツ ム マ ブ 、 プ ラ モ タ マ ブ 、 Ｓ Ｍ －  
０ ９ 、 Ｔ Ｒ Ｓ － ０ ０ ５ 、 ウ ブ リ ツ キ シ マ ブ 、 及 び Ｙ Ｂ Ｌ － ０ ３ １ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ  
る 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 が 、 リ ツ キ シ マ ブ で あ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 前 記 投 与 後 ８ 日 以 内 に 末 梢 血 Ｃ Ｄ ２ ０ － 形 質 芽 球 及 び 形 質 細 胞 を  
欠 乏 さ せ る 、 請 求 項 １ ３ ～ ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 方 法 が 、 前 記 投 与 の 前 に 、
前 記 対 象 が 以 前 に 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 工 程 ；
前 記 対 象 が 、
（ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も １ 回 起 こ し  
た か ； ま た は
（ ｉ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後 の 投 与 か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も  
１ 回 起 こ し た か
を 決 定 す る 工 程 ； 及 び
（ ｉ ） ま た は （ ｉ ｉ ） の 決 定 の 結 果 と し て 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 投 与 す る た め に 前 記 対 象  
を 選 択 す る 工 程
を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ３ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 治 療 が 、
前 記 対 象 に お け る Ｋ ｕ ｒ ｔ ｚ ｋ ｅ 総 合 障 害 度 評 価 尺 度 （ Ｅ Ｄ Ｓ Ｓ ） の 悪 化 の 低 減 ；
活 性 磁 気 共 鳴 画 像 （ Ｍ Ｒ Ｉ ） 病 変 の 数 の 減 少 ；
前 記 対 象 の 改 変 ラ ン キ ン ス コ ア の 悪 化 の 低 減 ；
  Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ に 関 連 す る 前 記 対 象 の 入 院 の 頻 度 の 減 少 ；
前 記 対 象 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 疼 痛 の 減 少 ； お よ び ／ ま た は
前 記 対 象 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の リ ス ク の 低 減
を も た ら す 、 請 求 項 １ ３ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 対 象 の 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 を 低 減 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 対 象 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後 の 投 与 か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し  
て い る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 対 象 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 を 低 減 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め  
の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
対 象 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 を 減 少 さ せ る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
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　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、
配 列 番 号 ５ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ６ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ;
配 列 番 号 ７ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｈ  Ｃ Ｄ Ｒ ３ ;
配 列 番 号 ８ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） 相 補 性 決 定 領 域 （ Ｃ Ｄ Ｒ ） １ ;
配 列 番 号 ９ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ２ ; お よ び
配 列 番 号 １ ０ ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む Ｖ Ｌ  Ｃ Ｄ Ｒ ３
を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 １ の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 １ の 初 期 用  
量 の ２ 週 間 後 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 ２ の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 １ の 初 期 用 量 後 の ６ か 月 毎 に  
３ ０ ０ ｍ ｇ の 後 続 用 量 で 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 静 脈 内 投 与 す る
こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、 配  
列 番 号 １ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） お よ び 配 列 番 号 ２ の ア ミ ノ 酸 配 列 を  
含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ３ １ 】
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、 抗  
Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 イ ネ ビ リ ズ マ ブ で あ り 、 お よ び
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 対 象 に 投 与  
す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、 配  
列 番 号 １ の ア ミ ノ 酸 配 列 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） お よ び 配 列 番 号 ２ の ア ミ ノ 酸 配 列 を  
含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） を 含 む 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て お り 、 お よ び ア  
ス ト ロ サ イ ト 水 チ ャ ネ ル ア ク ア ポ リ ン － ４ （ Ａ Ｑ Ｐ ４ ） － 免 疫 グ ロ ブ リ ン （ Ｉ ｇ ） Ｇ 血 清  
陽 性 で あ る 対 象 に 投 与 す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 に お け る 使 用 の た め の 、 抗  
Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 含 む 医 薬 で あ っ て 、
前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 が 、 イ ネ ビ リ ズ マ ブ で あ り 、 お よ び
前 記 方 法 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 を 、 以 前 に 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 治 療 さ れ て お り 、 お よ び ア  
ス ト ロ サ イ ト 水 チ ャ ネ ル ア ク ア ポ リ ン － ４ （ Ａ Ｑ Ｐ ４ ） － 免 疫 グ ロ ブ リ ン （ Ｉ ｇ ） Ｇ 血 清  
陽 性 で あ る 対 象 に 投 与 す る こ と を 含 む 、
前 記 医 薬 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 明 細 書 は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者  
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に 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ ５ ５ １ を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、 患 者 は Ａ Ｑ Ｐ ４ － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 で  
あ り 、 Ｖ Ｉ Ｂ ５ ５ １ は 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 １ の 初 期 用 量 で 、 第 １ の 初 期 用 量 の ２ 週 間 後 に ３  
０ ０ ｍ ｇ の 第 ２ の 初 期 用 量 で 、 及 び 第 １ の 初 期 用 量 後 の ６ か 月 毎 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 後 続 用 量  
で 静 脈 内 投 与 さ れ 、 患 者 は 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 患 者 は 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗  
体 で 治 療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、 方 法 を 提 供 す る 。 本 明 細 書 は 、  
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ １ ９ 抗  
体 Ｖ Ｉ Ｂ ５ ５ １ を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、 患 者 は Ａ Ｑ Ｐ ４ － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 で あ り 、 Ｖ Ｉ Ｂ ５  
５ １ は 、 ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 １ の 初 期 用 量 で 、 第 １ の 初 期 用 量 の ２ 週 間 後 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 第 ２  
の 初 期 用 量 で 、 及 び 第 １ の 初 期 用 量 後 の ６ か 月 毎 に ３ ０ ０ ｍ ｇ の 後 続 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ  
れ 、 患 者 は 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 患 者 は 抗 Ｃ Ｄ ２ ０ 抗 体 の 最 後 の 投 与  
か ら ６ か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、 方 法 を 提 供 す る 。
[ 本 発 明 1 0 0 1 ]
視 神 経 脊 髄 炎 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 （ Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ ） を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 2 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に 、 又 は 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最 後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発  
作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 3 ]
Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 0 1 又 は 1 0 0 2  
の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 4 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が ア ス ト ロ サ イ ト 水 チ ャ ネ ル ア ク ア ポ リ ン － 4 （ Ａ Ｑ Ｐ 4 ） － 免 疫 グ ロ ブ リ ン （  
Ｉ ｇ ） Ｇ ＋ 患 者 で あ り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 5 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 で あ り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 6 ]
前 記 患 者 が 、 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 少 な く と も 1 回 の 初 期 用 量 を 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 0 3 ～ 1 0 0  
5 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 7 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 3 0 0 ｍ ｇ の 第 1 の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 1 の 初 期 用 量 の 2 週 間 後 に 3 0 0  
ｍ ｇ の 第 2 の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 1 の 初 期 用 量 後 の 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 後 続 用 量 で  
静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 0 3 ～ 1 0 0 6 の い ず れ か の 方 法 。
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[ 本 発 明 1 0 0 8 ]
経 口 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド が 、 前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 初 期 用 量 と 共 に 前 記 患 者 に 同 時 投 与 さ れ  
る 、 本 発 明 1 0 0 6 又 は 1 0 0 7 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 0 9 ]
前 記 経 口 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド が 、 少 な く と も 2 週 間 毎 日 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 0 8 の 方 法  
。
[ 本 発 明 1 0 1 0 ]
前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 が リ ツ キ シ マ ブ で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 0 9 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 1 ]
前 記 治 療 が 、 前 記 患 者 に お け る Ｋ ｕ ｒ ｔ ｚ ｋ ｅ 総 合 障 害 度 評 価 尺 度 （ Ｅ Ｄ Ｓ Ｓ ） の 悪 化 の  
低 減 で あ る 。 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 2 ]
前 記 患 者 に お け る 前 記 Ｅ Ｄ Ｓ Ｓ の 悪 化 の 低 減 が 、
前 記 患 者 が ベ ー ス ラ イ ン ス コ ア 0 を 有 す る 場 合 、 Ｅ Ｄ Ｓ Ｓ ス コ ア の 2 点 未 満 の 悪 化 ；
前 記 患 者 が ベ ー ス ラ イ ン ス コ ア 1 ～ 5 を 有 す る 場 合 、 1 点 未 満 の 悪 化 ； 又 は
前 記 患 者 が ベ ー ス ラ イ ン ス コ ア 5 ． 5 以 上 を 有 す る 場 合 、 0 ． 5 点 未 満 の 悪 化
で あ る 、 本 発 明 1 0 1 1 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 3 ]
前 記 治 療 が 、 活 性 磁 気 共 鳴 画 像 （ Ｍ Ｒ Ｉ ） 病 変 の 数 の 減 少 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0  
の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 4 ]
前 記 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 が 、 拡 大 す る Ｔ 2   Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 で あ る 、 本 発 明 1 0 1 3 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 5 ]
前 記 治 療 が 、 新 た な Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 の 数 の 減 少 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0 の い ず れ か の 方  
法 。
[ 本 発 明 1 0 1 6 ]
前 記 治 療 が 、 前 記 患 者 の 改 変 ラ ン キ ン ス コ ア の 悪 化 の 低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0  
の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 7 ]
前 記 治 療 が 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ に 関 連 す る 前 記 患 者 の 入 院 の 頻 度 の 減 少 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～  
1 0 1 0 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 8 ]
前 記 治 療 が 、 前 記 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の リ ス ク の 低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1  
0 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 1 9 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 が 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ に 関 連 す る 新 た な 症 状 の 出 現 又 は 既 存 の 症 状 の 悪  
化 を 特 徴 と す る 、 本 発 明 1 0 1 8 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 0 ]
前 記 症 状 が 、 眼 の 症 状 で あ る 、 本 発 明 1 0 1 9 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 1 ]
前 記 眼 の 症 状 が 、 眼 痛 、 霧 視 、 視 力 喪 失 、 又 は Ｍ Ｒ Ｉ に よ っ て 検 出 さ れ る 視 神 経 病 変 の 出  
現 で あ る 、 本 発 明 1 0 2 0 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 2 ]
前 記 症 状 が 、 脊 髄 症 状 で あ る 、 本 発 明 1 0 1 9 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 3 ]
前 記 脊 髄 症 状 が 、 深 部 又 は 神 経 根 性 の 疼 痛 、 四 肢 感 覚 異 常 、 脱 力 、 括 約 筋 機 能 不 全 、 レ ル  
ミ ッ ト 徴 候 、 又 は Ｍ Ｒ Ｉ に よ っ て 検 出 可 能 な 脊 髄 病 変 で あ る 、 本 発 明 1 0 2 2 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 4 ]
前 記 症 状 が 、 脳 又 は 脳 幹 の 症 状 で あ る 、 本 発 明 1 0 1 9 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 5 ]
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前 記 脳 又 は 脳 幹 の 症 状 が 、 悪 心 、 複 視 、 動 眼 神 経 麻 痺 、 目 ま い 、 難 治 性 嘔 吐 、 難 治 性 吃 逆  
、 構 音 障 害 、 嚥 下 障 害 、 脱 力 、 脳 症 、 視 床 下 部 機 能 不 全 、 又 は Ｍ Ｒ Ｉ に よ っ て 検 出 可 能 な  
脳 又 は 脳 幹 の 病 変 で あ る 、 本 発 明 1 0 2 4 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 6 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の リ ス ク の 低 減 が 、 6 0 ～ 8 5 ％ で あ る 、 本 発 明 1 0 1 8 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 7 ]
前 記 治 療 が 、 視 神 経 炎 の 低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 8 ]
前 記 治 療 が 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の 重 症 度 の 低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0 の い ず れ  
か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 2 9 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の 重 症 度 の 低 減 が 、 大 発 作 と し て 等 級 付 け さ れ た Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連  
発 作 の 低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 2 8 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 0 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 の 重 症 度 の 低 減 が 、 入 院 を 必 要 と す る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 の 低 減 で あ  
る 、 本 発 明 1 0 2 8 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 1 ]
前 記 治 療 が 、 前 記 患 者 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 疼 痛 の 減 少 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 1 0  
の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 2 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 疼 痛 の 減 少 が 、 前 記 患 者 の 脚 の 痛 み を 測 定 す る こ と に よ っ て 決 定 さ れ  
る 、 本 発 明 1 0 3 1 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 3 ]
6 か 月 毎 の 3 0 0 ｍ ｇ の Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 初 回 投 与 の 2 週 間 前 に 、 3 0 0 ｍ ｇ の Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 初 期  
用 量 が 前 記 対 象 に 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 0 5 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 4 ]
経 口 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド が 、 前 記 3 0 0 ｍ ｇ の Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 初 期 用 量 と 共 に 前 記 患 者 に 同  
時 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 3 3 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 5 ]
前 記 患 者 が 、 Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ 血 清 陽 性 で あ る 、 本 発 明 1 0 0 1 又 は 1 0 0 2 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 6 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 7 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 8 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 3 6 又 は 1  
0 3 7 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 3 9 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、



10

20

30

40

50

JP 2023-549075 A5 2024.11.7(9)

前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 0 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の 活 性 Ｍ Ｒ Ｉ 病 変 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 1 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 の Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ 力 価 を 低 下 さ  
せ る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 2 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 の Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ 力 価 を 低 下 さ  
せ る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 3 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 4 1 又 は 1  
0 4 2 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 4 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 の Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ 力 価 を 低 下 さ  
せ る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 5 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 の Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ 力 価 を 低 下 さ  
せ る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 6 ]
前 記 投 与 が 、 少 な く と も 6 か 月 の 間 、 少 な く と も 9 0 ％ の 循 環 Ｃ Ｄ 2 0 ＋ Ｂ 細 胞 を 欠 乏 さ せ  
る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 4 5 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 7 ]
前 記 投 与 が 、 前 記 患 者 に お け る 感 染 の リ ス ク を 増 加 さ せ な い 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 4 6 の い  
ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 8 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 前 記 投 与 後 8 日 以 内 に 末 梢 血 Ｃ Ｄ 2 0 － 形 質 芽 球 及 び 形 質 細 胞 を 欠 乏  
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さ せ る 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 4 7 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 4 9 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 0 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 1 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 4 9 又 は 1  
0 5 0 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 2 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 3 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ と 診 断 さ れ た 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 を 低 減 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 4 ]
前 記 患 者 の 前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 の 低 減 が 、 前 記 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 の 悪 化 率 の  
低 減 で あ る 、 本 発 明 1 0 4 9 ～ 1 0 5 3 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 5 ]
前 記 患 者 の 前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 の 低 減 が 、 前 記 患 者 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 の 緩 和 で あ  
る 、 本 発 明 1 0 4 9 ～ 1 0 5 4 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 6 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 が 神 経 障 害 で あ る 、 本 発 明 1 0 4 9 ～ 1 0 5 5 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 7 ]
前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 障 害 の 低 減 が 、 Ｅ Ｄ Ｓ Ｓ を 使 用 し て 決 定 さ れ る 、 本 発 明 1 0 4 9 ～ 1 0 5  
6 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 8 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 を 減 少 さ せ る 方 法 で あ っ  
て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 5 9 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 を 減 少 さ せ る 方 法 で あ っ  



10

20

30

40

50

JP 2023-549075 A5 2024.11.7(11)

て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 0 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 5 8 又 は 1  
0 5 9 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 1 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 を 減 少 さ せ る 方 法 で あ っ  
て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
  前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 2 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に お け る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 を 減 少 さ せ る 方 法 で あ っ  
て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て お り 、
  前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 用 量 で 静 脈 内 投 与 さ れ る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 3 ]
  前 記 患 者 が 起 こ し た 前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 が 、 視 神 経 炎 、 脊 髄 炎 又 は 脳 幹 発 作 の い ず  
れ か 1 つ 以 上 を 含 む 、 本 発 明 1 0 6 1 又 は 1 0 6 2 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 4 ]
前 記 患 者 が 起 こ し た 前 記 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 関 連 発 作 が 臨 床 的 に 無 症 状 で あ る 、 本 発 明 1 0 6 3 の 方  
法 。
[ 本 発 明 1 0 6 5 ]
前 記 患 者 が 、 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 少 な く と も 1 回 の 初 期 用 量 を 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 3 6 ～ 1 0 6  
4 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 6 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 3 0 0 ｍ ｇ の 第 1 の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 1 の 初 期 用 量 の 2 週 間 後 に 3 0 0  
ｍ ｇ の 第 2 の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 1 の 初 期 用 量 後 の 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 後 続 用 量 で  
静 脈 内 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 6 5 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 7 ]
経 口 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド が 、 前 記 3 0 0 ｍ ｇ の Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 の 初 期 用 量 と 共 に 前 記 患 者 に 同  
時 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 6 6 の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 6 8 ]
前 記 経 口 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド が 、 少 な く と も 2 週 間 毎 日 投 与 さ れ る 、 本 発 明 1 0 6 7 の 方 法  
。
[ 本 発 明 1 0 6 9 ]
前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 が リ ツ キ シ マ ブ で あ る 、 本 発 明 1 0 3 6 ～ 1 0 6 8 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 0 ]
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 配 列 番 号 1 の ア ミ ノ 酸 を 含 む 重 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｈ ） 及 び 配 列 番 号 2 の  
ア ミ ノ 酸 を 含 む 軽 鎖 可 変 領 域 （ Ｖ Ｌ ） を 含 む 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 6 9 の い ず れ か の 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 1 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
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Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治  
療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 2 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 3 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 で あ り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 3 0 0 ｍ ｇ の 第 1 の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 1 の 初 期 用 量 の 2 週 間 後 に 3 0 0  
ｍ ｇ の 第 2 の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 1 の 初 期 用 量 後 の 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 後 続 用 量 で  
静 脈 内 投 与 さ れ 、
患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治 療 さ  
れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 4 ]
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ の 治 療 を 必 要 と す る 患 者 に 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 を 投 与 す る 工 程 を 含 み 、
前 記 患 者 が Ａ Ｑ Ｐ 4 － Ｉ ｇ Ｇ ＋ 患 者 で あ り 、
前 記 Ｖ Ｉ Ｂ 5 5 1 が 、 3 0 0 ｍ ｇ の 第 1 の 初 期 用 量 で 、 前 記 第 1 の 初 期 用 量 の 2 週 間 後 に 3 0 0  
ｍ ｇ の 第 2 の 初 期 用 量 で 、 及 び 前 記 第 1 の 初 期 用 量 後 の 6 か 月 毎 に 3 0 0 ｍ ｇ の 後 続 用 量 で  
静 脈 内 投 与 さ れ 、
前 記 患 者 が 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ て お り 、 前 記 患 者 が 、 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最  
後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 起 こ し て い る 、
前 記 方 法 。
[ 本 発 明 1 0 7 5 ]
前 記 投 与 の 前 に 、
前 記 患 者 が 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 以 前 に 治 療 さ れ た こ と を 確 認 す る 工 程 ；
前 記 患 者 が
（ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 で 治 療 さ れ て い る 間 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も 1 回 起 こ し  
た か ； 又 は
（ ｉ ｉ ） 前 記 抗 Ｃ Ｄ 2 0 抗 体 の 最 後 の 投 与 か ら 6 か 月 以 内 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ Ｄ 発 作 を 少 な く と も 1  
回 起 こ し た か
を 決 定 す る 工 程 ； 及 び
（ ｉ ） 又 は （ ｉ ｉ ） の 決 定 の 結 果 と し て 前 記 抗 Ｃ Ｄ 1 9 抗 体 を 投 与 す る た め に 前 記 患 者 を  
選 択 す る 工 程
を さ ら に 含 む 、 本 発 明 1 0 0 1 ～ 1 0 7 4 の い ず れ か の 方 法 。
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